
 

用語解説 

 

 

【アドミッション・ポリシー】 

受験生に求める能力、適性等についての考え方や入学者選抜の基本方針をまとめたもの。 

 

【インターンシップ】 

学生が在学中に、企業等において、自らの専攻や将来のキャリアに関連した就業体験を行

うこと。 

 

【オープンキャンパス】 

受験生が学校を選択する際の参考とするために開催する大学見学会、体験入学等の催し。

一般の授業や課外活動等、大学生活の一部を体験することができる。 

 

【オフィスアワー】 

授業内容等に関する学生の質問等に応じるための時間として、教員があらかじめ示す特定

の時間帯。 

 

【外部評価／第三者評価】 

外部評価とは、学校の教育活動等について、学校側が選定する学外者から評価を受けるこ

と。一方、第三者評価とは、第三者的立場にある評価機関等が実施する評価である。 

 

【ＧＰＡ(Grade Point Average)制度】 

履修した科目の成績評価を A～F までの 5 段階評価とし、それぞれを 4～0 までの点数（ポ

イント）に置き換えて単位数を掛け、その合計を履修単位数の合計で割って平均点を算出

することにより、学生一人ひとりの入学時から卒業までの成績を客観的にモニターし、的

確な助言や指導ができる制度。 

 

【ＴＯＥＩＣ】 

Test of English for International Communication の略で，アメリカのＥＴＳが開発し

た英語によるコミュニケーション能力を測定するためのテスト。 

 

【ＴＯＥＦＬ】 

Test of English as a Foreign Language の略で、アメリカのＥＴＳが開発した、アメリ

カやカナダへ留学を希望する外国人のための英語の学力テスト。 
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【特色ある大学教育支援プログラム（特色ＧＰ）】 

大学教育の改善に資する種々の取組のうち、特色ある優れたものを選定し、選定された事

例を広く社会に情報提供するとともに、財政支援を行うことにより、国公私立大学を通じ、

教育改善の取組について、各大学及び教員のインセンティブになるとともに、他大学の取

組の参考になり、高等教育の活性化が促進されることを目的とするもの。 

 

【ファカルティ・ディベロップメント】 

教員が授業内容・方法を改善し、向上させるための組織的な取組の総称。ＦＤと略して称

されることもある。その意味するところは極めて広範にわたるが、具体的な例としては、

教員相互の授業参観の実施、授業方法についての研究会の開催、新任教員のための研修会

の開催などを挙げることができる。 
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